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Cosmic Rays
宇宙線：宇宙空間を飛び交う高エネルギーの荷電粒子 
どこで、どのようにエネルギーを得ているかは未解決問題 
加速起源の候補 
低エネルギー側：銀河系内（SNR など） 
高エネルギー側：銀河系外（AGN, GRB など） 

どこまでが銀河系内由来？ 
→ エネルギースペクトルの特徴からモデルが制限できる

Particle Data Group, Phys. Rev. D 110, 030001 (2024) and 2025 update

宇宙線観測実験 @ アメリカ、ユタ州 
2 種類の検出器を用いて宇宙線を観測している
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